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irnrnunosorbent test (PRIST) KITを用い，アルブミンはsingle radial irnrnunodiffusion法で測定し，
血清RASTと涙液RASTはPharrnacia社製のphadebas RAST KITを用いて測定した。
1. 結膜産生IgEと春季カタルの病型
結膜産生IgEはアルブミンの血管外漏出率(涙液ア jレブミン (At)/血清ア jレブ、ミン (As)) と涙液IgE














が涙液での陽性率が高かった。血清と涙液のRASTの一致率が比較的高かったのはダニ (83%) ，ア jレ
テノレナリア (86~ぢ) ，ネコ毛 (76~ぢ) , ブタクサ花粉 (74%) で逆に低かったのはカモガヤ花粉 (60~ぢ)，
ペニシリウム( 67%) ，スギ花粉( 68%) であった。また血清RASTが陰a性で涙液RASTが陽性であっ
た症例の抗原は，花粉が49~ぢ，真菌が32%を占めていた。血清RASTでは検討した抗原すべてに陰性で










また血清RASTでは検討した全ての抗原に対して陰性であった 10例中 5 例で涙液RAST により陽性抗原
を検出できた。本症の抗原を推定するには血清RASTが簡便であるが，本症の起因抗原の同定には涙液
RASTが最も信頼できる検査手段である乙とがわかった。
論文の審査結果の要旨
春季カタルはアレルギー性の結膜疾患であるが，角膜病変を高率に合併するため視力障害を生じる難
治性疾患である。本症患者の血清IgEは高値を示すが，それが眼病変を反映している乙とは少なく，眼
症状の指標としては不的確である。そこで本論文では涙液中のIgEを測定し，乙の値を用いて結膜で産
生されるIgEの算定をお乙ない，結膜産生IgEが角膜症状をよく反映していることを認めている。更に
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このことより本症の病状や治療効果の判定の指標としては涙液IgEを測定することが優れた方法である
ことを示している。また血清RASTで検出できた抗原が必ずしも本症の起因抗原ではなかったので涙液
RASTを実施し，起因抗原の決定には涙液RASTが最も信頼できる検査手段であることを見出している。
以上の乙とは春季カタルの診断と治療に有用であり，本研究は学位授与に値するものである。
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